
巻頭企画

2軸駆動トラクターと2軸トレーラーの場合 出典公益社団法人全日本トラック協会「雪道対策マニュアル」

降雪はトラック輸送に大きな影響を与えます。万ースリップなどで事故を起こしてしまうと、甚大な被害が
予想されるほか、後続車が進めなくなり交通まひを引き起こす可能性もあります。物流を止めないために

も、天候を事前に把握しておくことはもちろん、適切な対応を習得しておかなければなりません 。

そこで今月号では、降雪による物流への影響や、雪道でのリスクを回避する運転方法について紹介して
いきます。

I. 雪道を走る心構えを万全に

タイヤチェ ー ンの携行をお忘れな＜！

ロ雪や凍結した道路を安全に走行するためには、「冬用タイヤを全輪に装着」し、峠など急な坂道を走
行する場合に備えて 「タイヤチェ ーンを携帯」しましょう。冬用タイヤに関しては、性能は年々高くなっていま

すが、絶対にスリップしないものはありません。過信せず、慎重な運転を心がけてください。

タイヤチェ ーンの装着位置 o装蒼位百
●トラック

すべての駆動綸軸に装置します

こ
2軸駆動車の場合

●トラクター ・トレー ラーの場合
すべての駆動綸軸とトレーラー最後部に装着します

は二

タイヤチェ ーン装着時の注意点
・事前に確認を！
必ずタイヤのサイズにあったものを選んでください。
説明書に従い事前に装着の練習をしておくと、実際
の雪道での装溢時にスムーズに作業ができます。

・確実な装着と十分な点検の実施を！
チェ ーンの緩み、ゴムバンドなどのフックヘの掛け忘
れはチェ ーン脱落の原因となります。また、チェ ーン
の磨耗・損傷はチェ ーン切れの恐れがあるため、
点検を忘れずに。

雪道の注意スポットを知り、危険を回避

Iii 国の人が、他の地域の人と比べて雪道での事故が少ないのは、運転技術が高いからではありません。

それは経験により、危険な場所や状況を予測しながら運転しているからです。雪道に不慣れな人でも、注意
すべきスポットをあらかじめ知ってから走行すれば、危険を回避する確率が高まります。

雪道のこんな場所には気をつけよう！

トラックでのスリップ事故は交通まひの引き金に

寵月2月は強い冬型の気圧配溢の影響により、 動けないということは、すなわち国の経済活動が

断続的な降雪が交通に大きな影詈を与えることが ストップしてしまうのです。

あります。2014年2月、関東甲信は 内陸部を中心 稼働を止めないためにも、雪道に対する心構えは

に記録的な大雪に見舞われ、影響を受けた山梨県 不可欠です。冬用タイヤは装着していても、タイヤ
では各地の道路で車が立ち往生するなどの被害が チェ ーンを装着せずに「行けるだろう..」と雪が降る

発生。昨年1月には、日本海側を中心に雪が強まり、 峠を登坂したところ、途中から登れなくなり、最悪

烏取県では一時300台以上の車両が動けなくなり、 スリップ事故を起こしてしまう可能性もあるでしょう。

自衛隊に災害派遣要請が出されるほどでした。 さらに後続車も登坂不能になるため、交通まひ

物流の動脈である国道や高速道路が大渋滞を 状態に陥ってしまうことも。雪道への心構えとして、
起こせは荷物を載せたトラックが目的地に向かえず、 冬用タイヤの装着はもちろん、タイヤチェ ーンの
配送先に商品を届けられない事態が発生します。 携行および正しい装若位置の確認【次ベージ】も徹底
国内貨物輸送の90%以上を担っている トラックが しましょう。

゜

0 
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